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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月25日(2014.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信システムにおけるＸ２インタフェースの設定方法において、
　第１基地局がＸ２設定要請メッセージを第２基地局に送信する過程と、
　前記第１基地局がＸ２設定応答メッセージを前記第２基地局から受信する過程と、を含
み、
　前記Ｘ２設定要請メッセージは前記第１基地局のＣＳＧ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓｕｂｓｃｒ
ｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕｐ）　ＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）及び隣接セル情報を含み、
　前記Ｘ２設定応答メッセージは前記第２基地局のＣＳＧ　ＩＤ及び隣接セル情報を含む
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　移動通信システムにおけるＸ２インタフェースの設定方法において、
　第１基地局がＸ２設定要請メッセージを第２基地局から受信する過程と、
　前記第１基地局がＸ２設定応答メッセージを前記第２基地局に送信する過程と、を含み
、
　前記Ｘ２設定要請メッセージは前記第２基地局のＣＳＧ　ＩＤ及び隣接セル情報を含み
、
　前記Ｘ1設定応答メッセージは前記第１基地局のＣＳＧ　ＩＤ及び隣接セル情報を含む
ことを特徴とする方法。
【請求項３】
　移動通信システムにおけるハンドオーバー方法において、
　ソース基地局がハンドオーバー要請メッセージをターゲット基地局に送信する過程と、
前記ハンドオーバー要請メッセージはＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）のグループ
メンバーシップ状態（ｇｒｏｕｐ　ｍｅｍｂｅｒｓｈｉｐ　ｓｔａｔｅ）を含み、



(2) JP 2013-526207 A5 2014.6.19

　前記ソース基地局が前記ターゲット基地局からハンドオーバー応答メッセージを受信す
る過程を含むことを特徴とする方法。
【請求項４】
　前記ソース基地局が前記ＵＥによって送信される測定報告を受信する過程を更に含み、
　前記測定報告は前記ターゲット基地局の識別情報を含むことを特徴とする請求項３に記
載の方法。
【請求項５】
　前記ハンドオーバー要請メッセージを送信する前に、前記ソース基地局が接続要請メッ
セージをＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）に送信する
過程と、
　前記ソース基地局が前記ＭＭＥから接続応答メッセージを受信する過程と、を更に含み
、
　前記接続応答メッセージは前記ＵＥが接続を許可されたのか否かを示す指示子を含むか
、又は、前記ＵＥが接続を許可されたことを示す指示子及び前記ＵＥが複合セルに属する
のか否かを示すグループメンバーシップ状態指示子を含むことを特徴とする請求項３に記
載の方法。
【請求項６】
　前記ターゲット基地局が複合（ｈｙｂｒｉｄ）セルであれば、前記ハンドオーバー要請
メッセージは前記グループメンバーシップ状態を含むことを特徴とする請求項５に記載の
方法。
【請求項７】
　前記ターゲット基地局がＣＳＧセルであれば、前記ターゲット基地局が前記ハンドオー
バー応答メッセージを送信する前にＭＭＥに接続要請メッセージを送信する過程と、前記
接続要請メッセージは前記ＵＥの識別情報及びターゲット基地局によって支援されるＣＳ
Ｇ　ＩＤを含み、
　前記ターゲット基地局が、前記ＭＭＥから接続応答メッセージを受信する過程を含むこ
とを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記ハンドオーバー要請メッセージは前記ＵＥから報告されたターゲット基地局によっ
て支援されるＣＳＧ　ＩＤを含み、
　前記ターゲット基地局が前記接続要請メッセージを送信する前に、前記ターゲット基地
局によって支援されるＣＳＧ　ＩＤ及び前記ハンドオーバー要請メッセージに含まれたＣ
ＳＧ　ＩＤが同じであるのか否かを判断する過程と、
　前記ＣＳＧ　ＩＤが同じであれば、前記ターゲット基地局が前記ＭＭＥに前記接続要請
メッセージを送信する過程と、
　前記ＣＳＧ　ＩＤが同じでなければ、前記ターゲット基地局がハンドオーバー失敗メッ
セージを前記ソース基地局に送信する過程と、を更に含むことを特徴とする請求項７に記
載の方法。
【請求項９】
　前記接続応答メッセージは前記ＭＭＥによって送信され、ターゲットセルがＣＳＧセル
であれば、前記ＵＥが接続を許容されるのか否かを示す指示子を含むことを特徴とする請
求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＭＭＥからの前記接続応答メッセージは、
　ターゲット基地局がＣＳＧセルであって前記ＵＥに接続が許容されれば成功応答メッセ
ージを含み、
　前記ターゲットセルがＣＳＧセルであって前記ＵＥに接続が許容されなければ失敗応答
メッセージを含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ターゲット基地局がＣＳＧセルであれば、前記ソース基地局が前記ハンドオーバー
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要請メッセージを送信する前に前記ＭＭＥに接続要請メッセージを送信する過程と、
　前記ソース基地局が前記ＭＭＥから接続応答メッセージを受信する過程と、を更に含み
、
　前記接続応答メッセージは、前記ＵＥに接続が許容されるのか否かを示す指示子を含む
ことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ソース基地局が前記ＵＥにＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏ
ｌ）再構成要請メッセージを送信する過程と、
　前記ＵＥが前記ターゲット基地局にＲＲＣ再構成完了メッセージを送信する過程と、
　前記ターゲット基地局がＭＭＥに経路スイッチング要請メッセージを送信する過程と、
前記経路スイッチング要請メッセージは前記ターゲット基地局によって支援されるＣＳＧ
　ＩＤ及び接続モードを含み、
　前記ＭＭＥが前記ターゲット基地局に経路スイッチング応答メッセージを送信する過程
と、前記経路スイッチング応答メッセージは前記ＵＥのグループメンバーシップ状態を含
み、
　前記ターゲット基地局が前記ソース基地局にＵＥコンテキスト解除メッセージを送信す
る過程を更に含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項１３】
　移動通信システムにおけるハンドオーバー方法において、
　ターゲット基地局がハンドオーバー要請メッセージをソース基地局から受信する過程と
、前記ハンドオーバー要請メッセージはＵＥのグループメンバーシップ状態を含み、
　前記ターゲット基地局が前記ソース基地局にハンドオーバー応答メッセージを送信する
過程を含むことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　移動通信システムにおける第１基地局装置において、
　Ｘ２設定要請メッセージを第２基地局に送信し、Ｘ２設定応答メッセージを前記第２基
地局から受信する通信部を含み、
　前記Ｘ２設定要請メッセージは前記第１基地局のＣＳＧ　ＩＤ及び隣接セル情報を含み
、
　前記Ｘ２設定応答メッセージは前記第２基地局のＣＳＧ　ＩＤ及び隣接セル情報を含む
ことを特徴とする装置。
【請求項１５】
　移動通信システムにおける第１基地局装置において、
　第２基地局からＸ２設定要請メッセージを受信し、Ｘ２設定応答メッセージを前記第２
基地局から受信し、前記第２基地局にＸ２設定応答メッセージを送信する通信部を含み、
　前記Ｘ２設定要請メッセージは前記第２基地局のＣＳＧ　ＩＤ及び隣接セル情報を含み
、
　前記Ｘ２設定応答メッセージは前記第１基地局のＣＳＧ　ＩＤ及び隣接セル情報を含む
ことを特徴とする装置。
【請求項１６】
　移動通信システムにおける基地局装置において、
　ハンドオーバー要請メッセージをターゲット基地局に送信し、前記ターゲット基地局か
らハンドオーバー応答メッセージを受信する通信部を含み、
　前記ハンドオーバー要請メッセージはＵＥのグループメンバーシップ状態を含むことを
特徴とする装置。
【請求項１７】
　前記ＵＥによって送信される測定報告を受信するモデムを更に含み、
　前記測定報告は前記ターゲット基地局の識別情報を含むことを特徴とする請求項１６に
記載の装置。
【請求項１８】
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　前記通信部は前記ハンドオーバー要請メッセージを送信する前に接続要請メッセージを
ＭＭＥに送信し、前記ＭＭＥから接続応答メッセージを受信し、
　前記接続応答メッセージは前記ＵＥが接続を許可されたのか否かを示す指示子を含むか
、又は、前記ＵＥが接続を許可されたことを示す指示子及び前記ＵＥが複合セルに属する
のか否かを示す前記グループメンバーシップ状態を含むことを特徴とする請求項１６に記
載の装置。
【請求項１９】
　前記ターゲット基地局が複合セルであれば、前記ハンドオーバー要請メッセージは前記
グループメンバーシップ状態を含むことを特徴とする請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　ターゲットセルがＣＳＧセルであれば、前記接続応答メッセージは前記ＵＥに接続が許
容されるのか否かを示す指示子を含むことを特徴とする請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記接続応答メッセージは、
　ターゲットセルがＣＳＧセルであって前記ＵＥに接続が許容されれば成功応答メッセー
ジを、
　前記ターゲットセルがＣＳＧセルであって前記ＵＥに接続が許容されなければ失敗接続
応答メッセージを含むことを特徴とする請求項１８に記載の装置。
【請求項２２】
　前記通信部は前記ターゲット基地局がＣＳＧセルであれば前記ハンドオーバー応答メッ
セージを送信する前にＭＭＥに接続要請メッセージを送信し、前記ＭＭＥから接続応答メ
ッセージを受信する過程を更に含み、
　前記接続応答メッセージは前記ＵＥに接続が許容されるのか否かを示す指示子を含むこ
とを特徴とする請求項１６に記載の装置。
【請求項２３】
　移動通信システムにおける基地局装置において、
　ソース基地局からハンドオーバー要請メッセージを受信し、前記ソース基地局にハンド
オーバー応答メッセージを送信する通信部を含み、
　前記ハンドオーバー要請メッセージはＵＥのグループメンバーシップ状態を含むことを
特徴とする装置。
【請求項２４】
　前記基地局のＣＳＧ　ＩＤ及び前記ハンドオーバー要請メッセージに含まれたＣＳＧ　
ＩＤが同じであるのか否かを判断する制御部を更に含み、
　前記通信部は前記ＣＳＧ　ＩＤが同じでなければハンドオーバー失敗メッセージを前記
ソース基地局に送信することを特徴とする請求項２３に記載の装置。
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